
 

鳥取砂丘砂の美術館－第８期展示－が盛況のうちに終了しました 

総来場者数４７９，１１７人（確定値） 

 
 ２０１５年（平成２７年）４月１８日（土）に開館しました「砂の美術館」第８期展示

が、２０１６年（平成２８年）１月３日（日）をもって好評のうちに終了しました。結果、

昨年第７期展示の入場者数を１４，７４０人上回り過去３番目に多い総来場者数となりま

した。 
今回は、「砂で世界旅行・ドイツ編～中世の面影とおとぎの国を訪ねて～」をテーマに、

世界１０ヶ国から１９人の砂像彫刻家が２４作品の砂像を制作し、約９カ月に渡り多くの

来場者の方に、砂像の神秘的な魅力やはかなさゆえの美しさを楽しんでいただきました。 
 今後は第９期展示「砂で世界旅行・南米編」に向け、その準備を進めていく予定です。 
 
１．入場者の歩み 

入館者数 達成日 備 考 
１０万人 平成２７年 ６月１１日 ５５日目 
２０万人 平成２７年 ８月１４日 １１９日目 
３０万人 平成２７年 ９月２６日 １６２日目 
４０万人 平成２７年１１月２１日 ２１８日目 

 
２．期間中の主なイベント 
□砂像公開制作 

制作期間：５月１４日（木）～２７日（水） 

 作品名：「ドイツ再統一の象徴、ブランデンブルク門 ー２５周年モニュメントー」 

制作者：茶圓勝彦 
□３Ｄプロジェクションマッピング 

「砂と光の幻 想 曲
ファンタジア

 『～Aschenputtel
アッシェンプッテル

～ 灰かぶり姫 グリム童話より』」 

開催期間：８月８日（土）～１６日（日）９日間 

期間入場者：３９，４１０人 

□鳥取砂丘光のアートフェア２０１５ 青きジオの世界 

開催期間：１０月３１日（土）～１月３日（日）６５日間 

期間入場者：１１６，５２０人 
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３．今後の取組み 
□第９展示準備作業 

平成２８年１月４日から（砂像解体、第９期砂像用型枠工事、砂像制作） 
（第９期展示概要） 
 ・展示テーマ「砂で世界旅行 南米編～繁栄の記憶を留める奇蹟の新大陸を訪ねて～」 
 ・開催期間 平成２８年４月１６日（土）～平成２９年１月３日（火） 
□砂の美術館第９期展示準備中は、１Ｆ展示室での資料展示等を行う予定です。 
また鳥取砂丘情報館（サンドパルとっとり）では、世界ジオパークの紹介、売店でのオ

リジナルグッズ、鳥取の特産品等の販売も合わせて行います。 
 
 
＜参考＞これまでの入館者数 

       開館期間 入館者数 
第１期展示 2006 年(平成 18 年) 11.18～2007 年(平成 19 年) 1. 3 100,962 人 
第２期展示 2008 年(平成 20 年)  4.26～2009 年(平成 21 年) 1. 3 322,197 人 
第３期展示 2009 年(平成 21 年)  9.18～2010 年(平成 22 年) 1. 3 170,679 人 
第４期展示 2010 年(平成 22 年)  4.29～2011 年(平成 23 年) 1.10 414,323 人 
第５期展示 2012 年(平成 24 年) 4.14～2013 年(平成 25 年)1.6 526,768 人 
第６期展示 2013 年(平成 25 年) 4.20～2014 年(平成 25 年)1.5 555,355 人 
第 7 期展示 2014 年(平成 26 年) 4.19～2015 年(平成 26 年)1.4 464,377 人 

 
        通算来場者数達成日 通算開館日数 
５０万人目 2009 年(平成 21 年) 10.19 322 日目 
１００万人目 2010 年(平成 22 年) 12.13 647 日目 
１５０万人目 2012 年(平成 24 年) 12. 4 900 日目 
２００万人目 2013 年(平成 25 年) 11.16 1,144 日目 
２５０万人目 2014 年(平成 26 年) 11.21 1,412 日目 
３００万人目 2015 年(平成 27 年) 12.12 1,694 日目 

 
○昨年度より増加に転じた要因 
・３Ｄマッピング、イルミネーションイベント等大型誘客イベントの実施。 
・「グリム童話」読み聞かせやビアフェスタ等の地元向け誘客イベントの開催。 
・映画「スター・ウォーズ」とのタイアップによる全国への情報発信。 
・民間会社の福利厚生事業との連携等各種割引サービスの実施による個人旅行客への訴求 
・本市インバウンド事業の推進による外国人観光客の増加。 


